
令和７年度吉田南中学校グループ小中連携研修会 

研究のまとめ 

 

１ R７年度実施要項 
（１）目的 
  小学校と中学校が連携を深め，小・中学校の円滑な接続を図るとともに，中学校区をあげて確かな学力の

育成や生徒指導等の充実等を図る。 

（２） 共通テーマ 
  学習者主体の学びの具現化に向けて 
 ・ 共通テーマを意識した日々の実践 

 ・ 第２回研修会時に意見交換の場を設定 

（３） 共通実践事項 
  ① 学習指導 

   ・ 1分前着席 黙想 

  ② 生徒指導 

   ・ メディアリテラシー教育の実践（ノーメディア⇒メディアコントロールに変更） 

   ・ 不登校対策としての「心の天気」の活用（子供の心の変化をキャッチし，早急に対応する） 

  ③ 特別支援教育 

   ・ 自立活動の充実 （SST，CBTに向けたローマ字学習） 

２ 活動報告 
期 日 主な内容 会 場 参加者 

5／８（木） 
第１回推進委員会 
・研究主題等の提案 
・第１回の内容確認 

牟礼岡小 
管理職 
推進委員 

6／16（月） 

第１回小・中連携研修会 
・授業参観（自由参観 全学年実施） 
・講話：発達支持的生徒指導を踏まえた魅力ある学校づくり 
 講師：児童生徒支援課 尾崎指導主事 

吉田南中 全職員 

11／10（月） 
第２回小・中連携研修会 
・授業参観（自由参観 全学年実施） 
・意見交換会（小グループに分かれて体育館にて） 

牟礼岡小 全職員 

1／22（木） 
第２回推進委員会 
・年間のまとめ 
・次年度の計画（R8担当校） 

牟礼岡小 
管理職 
推進委員 

３ 活動の振り返り 

  今年度は試みとして，分科会に変わり講話と座談会を設定した。 

（１）講話の設定について 

   吉田南中グループの先生方全員が同じ話を聴くことをもって，進むべき方向性や共通の土台をもつことを

目的として設定した。発達支持的生徒指導というどの学校にも関係の深いテーマで御講話いただき見識を深

める場となった。一方，他校の先生方と意見を交流する場も欲しいという意見も聞かれた。 

（２）座談会について 

   職員間の相互理解と親睦を深めることを目的として座談会を設定した。共通の話題がもてるように学年や

校務分掌をもとに班分けを行った。共通テーマや共通実践事項については座談会の中で各校の取組及び自身

の取組について意見交換ができるようにしていたが，深めるには事前に座談会のテーマを絞り込む必要があ

った。また，全体で成果や課題を共有するには時間が足りなかった。和やかな雰囲気のもと，親睦目的とし

ては概ね成果がみられたようであった 

（３）課題 

   ① 日常的につながり合える雰囲気や環境づくりの工夫 

   ② 協議事項の設定や場の設定のあり方 

   ③ 校時表の違いによる時間設定のあり方 


